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郎

　

一
九
七
四
年
の
国
交
正
常
化
以
降
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
中
国
と
五
〇
年

近
く
に
わ
た
り
友
好
関
係
を
維
持
し
て
き
た
。
貿
易
・
投
資
な
ど
の

実
利
的
な
相
互
補
完
性
と
地
域
協
調
を
基
軸
と
す
る
両
国
の
関
係
は

二
〇
〇
三
年
に
誕
生
し
た
左
派
の
ル
ラ
政
権
の
も
と
で
緊
密
さ
が
増

し
た
も
の
の
、
そ
の
関
係
は
二
〇
一
〇
年
代
か
ら
深
化
し
、
政
治
や

外
交
だ
け
で
な
く
経
済
・
社
会
・
文
化
も
含
め
た
重
層
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

国
際
秩
序
を
め
ぐ
る
動
向
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
な
か
で
、
中

国
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
の
中
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
を
最
も
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
位
置
付
け
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
し
て
共
に
世
界
秩
序
に
調

和
を
も
た
ら
す
役
割
を
期
待
す
る
。
他
方
で
一
三
年
ぶ
り
に
政
権
に

返
り
咲
い
た
ル
ラ
も
、中
国
を
含
め
た
途
上
国
・
新
興
国
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
の
南
南
協
力
を
強
調
す
る
。ブ
ラ
ジ
ル
外
交
に
と
っ

て
、
先
端
技
術
を
含
む
中
国
の
経
済
力
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
い
っ
た
多

国
間
主
義
の
枠
組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。

ル
ラ
新
外
交
と
再
構
築
さ
れ
る
中
国
と
の
関
係

　

二
〇
二
三
年
一
月
一
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
は
、

前
年
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
の
結
果
を
受
け
、
ル
ラ
新

政
権
の
発
足
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
三
期
目
の
大
統
領
と
な
っ
た
ル

ま
す
か
た
　
し
ゅ
う
い
ち
ろ
う
　
二
〇
〇
七
年

上
智
大
学
卒
、一
八
年
同
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、

博
士
（
国
際
関
係
論
）。
そ
の
間
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
大
学
国
際
関
係
研
究
所
客
員
研
究
員
、
神

田
外
語
大
学
専
任
講
師
な
ど
を
経
て
、
二
〇

年
よ
り
現
職
。
共
著
に
『
世
界
の
中
の
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
政
治
』。

国
家
の
自
律
性
と
多
極
化
を
目
指
し
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
だ
が
、

中
国
と
の
経
済
・
文
化
な
ど
で
の
密
接
な
関
係
性
は
、

ル
ラ
大
統
領
の
も
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

米
国
の
覇
権
を
望
ま
ず
、
自
律
し
た
存
在
で
あ
ろ
う
と
す
る

「
南
米
の
雄
」
の
論
理
と
、
対
中
国
戦
略
を
読
み
解
く
。

新
興
大
国
ブ
ラ
ジ
ル
そ
の
多
国
間
主
義
と
中
国
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中国との距離をはかる世界

ラ
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
火
災
や
コ
ロ
ナ
対
応
の
不
備
な
ど
で
失
わ

れ
た
国
際
社
会
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
す
で
に
複
数
の
多
国
間

交
渉
の
現
場
で
協
調
を
訴
え
て
い
る
。
特
に
南
米
や
ア
フ
リ
カ
な
ど

の
途
上
国
・
新
興
国
と
の
連
携
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
前
米
国
大
統
領
な
ど
右
派
の
指
導
者
た
ち
が
率
い
た
国
々

と
の
二
国
間
関
係
を
優
先
し
た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
元
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
の

外
交
方
針
と
は
一
線
を
画
す
。

　

し
か
し
外
交
関
係
の
多
様
化
を
重
視
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
外
交
の
姿
勢

は
、
今
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
伝
統
的
に
西
側
陣
営
の
一
員
で
あ
り
、
市
場
経
済
、

多
国
間
主
義
、
自
由
民
主
主
義
を
含
む
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
を
長

い
間
支
持
し
て
き
た
。
し
か
し
同
時
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
米
国
の
覇
権

主
義
の
も
と
で
成
立
す
る
国
際
秩
序
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
常
に
否

定
し
抵
抗
し
て
き
た
。
欧
米
中
心
の
国
際
政
治
の
中
に
あ
っ
て
も
、

常
に
国
家
と
し
て
の
自
律
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
外
交

の
基
本
理
念
に
あ
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は
過
去
と
現
在
の
ル
ラ
の
外
交

に
も
通
じ
て
い
る
。
ル
ラ
は
、
米
国
が
期
待
す
る
米
国
に
従
属
す
る

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
含
む
世
界

各
国
が
、
他
国
の
覇
権
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
国
家
主
権
を
維
持

す
る
こ
と
と
、
多
極
的
な
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

第
一
期
ル
ラ
政
権
の
発
足
か
ら
二
〇
年
が
経
過
す
る
間
に
、
世
界

は
多
極
化
に
向
か
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
中
国
の
存
在
は
、
以
前

に
増
し
て
重
要
に
な
っ
た
。
一
月
二
日
、
ル
ラ
大
統
領
は
王
岐
山
・

中
国
国
家
副
主
席
と
会
談
し
、
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
中
国
は
ブ

ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
さ
ら
に
両
国
関
係

の
拡
大
が
可
能
だ
」
と
発
信
し
た
。
中
国
と
の
協
力
拡
大
を
明
言
し

た
ル
ラ
政
権
の
誕
生
は
、
中
国
批
判
で
わ
だ
か
ま
り
を
残
し
た
前
政

権
と
異
な
り
、
両
国
の
友
好
関
係
の
再
構
築
を
予
感
さ
せ
る
も
の
と

な
っ
た
。

接
近
す
る
中
国
と
ブ
ラ
ジ
ル

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
中
国
は
、
地
政
学
上
の
距
離
感
、
経
済
的
相

互
関
係
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
・
食
糧
安
全
保
障
な
ど
地
球
規

模
課
題
の
実
践
に
お
い
て
、
相
互
補
完
性
に
優
れ
た
相
手
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
主
要
な
貿
易
相
手
国
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
欧
米
諸

国
お
よ
び
近
接
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
の
南
米
諸
国
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
貿
易

が
活
発
化
し
、
一
〇
年
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
取
引
額
に
占
め
る

割
合
が
、
欧
米
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
上
回
っ
た
。
対
中
貿
易

は
〇
九
年
に
中
国
の
輸
出
入
合
計
の
貿
易
取
引
額
が
米
国
の
合
計
を

抜
き
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
中
国
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
最
大
の
貿
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易
相
手
国
で
あ
る
。

　

接
近
す
る
中
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
関
係
を
支
え
る
の
が
政
府
間
の
協

定
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
中
国
が
世
界
で
初
め
て
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
た
国
で
あ
る
（
一
九
九
三
年
）。
し
か
し
協

力
関
係
の
実
態
は
、
二
〇
〇
八
年
の
世
界
金
融
危
機
の
前
後
、
胡
錦

涛
率
い
る
中
国
政
府
が
対
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
策
に
つ
い
て
ま
と
め

た
「
対
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
政
策
白
書
」
の
発
表
後
に
促
進

さ
れ
た
。

　

白
書
は
、
中
国
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
相
互
に
経
済
成
長
を
も
た

ら
す
存
在
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
平
和
的
繁

栄
を
目
指
す
こ
と
を
提
唱
し
た
が
、
そ
こ
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
を
含
む
主

要
六
ヵ
国
と
の
関
係
の
重
要
性
も
共
有
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ル
ラ
政
権

の
対
中
関
係
の
方
針
を
踏
襲
し
た
ル
セ
フ
政
権
も
、
一
二
年
に
戦
略

的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
格
上
げ
を
意
味
す
る
全
面
的
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
て
い
る
。

多
元
的
に
制
度
化
さ
れ
た
両
国
関
係

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
対
中
関
係
は
、
多
様
な
分
野
の
協
定
だ
け
で
な
く
、

政
府
・
企
業
・
諸
団
体
等
の
多
様
な
主
体
間
で
も
結
ば
れ
て
い
る
。

　

第
一
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
中
国
の
二
ヵ
国
を
政
府
レ
ベ
ル
で
つ
な
ぐ

ブ
ラ
ジ
ル
・
中
国
ハ
イ
レ
ベ
ル
協
調
協
力
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｎ
）

で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
五
月
に
創
設
さ
れ
、
両
副
国
家
元
首
が
共
同

代
表
を
務
め
る
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｎ
は
、
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
間
の
政
治
・

経
済
・
文
化
な
ど
の
課
題
を
協
議
す
る
主
要
な
二
国
間
会
議
で
あ
る
。

両
国
が
締
結
し
た
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
各
項
目
を
議
論
す

る
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
中
国
に
関
す
る
二
国
間

お
よ
び
多
国
間
交
渉
に
関
す
る
事
前
の
協
議
も
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｎ
の
会

合
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
二
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
中
国
間
の
民
間
協
力
を
促
進
す
る
ブ
ラ
ジ

ル
・
中
国
企
業
審
議
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
）
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
は
年
に

一
度
、首
脳
級
の
政
府
間
で
の
人
の
往
来
の
機
会
に
会
合
を
開
催
し
、

官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
も
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
中
国

双
方
の
民
間
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
後
押
し
し
て
い
る
。
両

国
の
企
業
間
で
の
実
利
的
な
相
互
関
係
は
、
同
時
に
両
国
の
経
済
利

益
と
包
摂
的
な
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
を
追
求
す
る
狙
い
と
も
一
致
す
る
。

　

第
三
が
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
外
交
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

政
治
経
済
的
に
影
響
力
を
も
つ
州
が
、
独
自
の
政
策
を
先
導
し
て
中

国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
。
そ
の
交
流
は
主
に
文
化
や
イ
ン
フ
ラ
投

資
な
ど
の
部
門
か
ら
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
な
ど

の
州
政
府
や
市
町
村
が
、
連
邦
政
府
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ—

19
対
策
と
は

一
線
を
画
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
・
供
給
な
ど
で
中
国
の
直
接
的
な
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中国との距離をはかる世界

支
援
を
受
け
た
。
現
在
で
は
医
療
・
環
境
・
技
術
革
新
・
情
報
通
信

の
分
野
で
、
地
方
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
の
、
中
国
と
の
事
業
展

開
が
著
し
い
。

ル
ラ
訪
中
の
狙
い
と
幅
広
い
連
携
分
野

　

今
年
四
月
の
ル
ラ
訪
中
は
、
こ
う
し
た
多
元
的
に
制
度
化
さ
れ
た

両
国
関
係
を
明
確
に
し
た
と
も
言
え
る
。
ル
ラ
は
中
国
へ
の
公
式
訪

問
に
お
い
て
習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
し
、「
両
国
関
係
を
、
貿
易

面
に
と
ど
ま
ら
ず
深
化
さ
せ
て
い
く
」
と
述
べ
、
両
国
省
庁
間
な
ど

で
一
五
の
覚
書
に
署
名
し
た
。
具
体
的
に
は
、
貿
易
円
滑
化
や
情
報

通
信
技
術
の
協
力
、
投
資
促
進
や
産
業
協
力
な
ど
の
内
容
に
加
え
、

宇
宙
開
発
技
術
の
平
和
利
用
を
目
的
と
し
た
衛
星
（
Ｃ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｓ—

６
）
の
共
同
開
発
に
関
す
る
項
目
な
ど
も
含
ま
れ
た
。
ル
ラ
は
中
国

滞
在
中
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
結
び
つ
き
が
強
い
複
数
の
中
国
企
業
も
訪

問
し
て
お
り
、
停
滞
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
を
立
て
直
す
た
め
、
中
国

か
ら
の
多
方
面
で
の
大
型
投
資
を
呼
び
込
む
狙
い
も
あ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
中
国
と
の
連
携
が
加
速
し
て
い
る
分
野
は
複

数
存
在
す
る
が
、
そ
の
第
一
は
農
業
開
発
で
あ
る
。
世
界
最
大
の
大

豆
の
輸
入
国
で
あ
る
中
国
は
、
大
量
の
大
豆
を
購
入
す
る
こ
と
で
ブ

ラ
ジ
ル
の
社
会
・
農
村
開
発
と
世
界
的
な
飢
餓
と
貧
困
対
策
に
貢
献

し
て
き
た
。

　

第
二
が
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
あ
る
。
今
回
の
訪
中
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
北

東
部
バ
イ
ア
州
都
サ
ル
バ
ド
ル
市
と
同
市
近
郊
の
イ
タ
パ
リ
カ
島
を

結
ぶ
橋
の
建
設
計
画
を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
を
行
う
中
国
交

通
建
設
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
を
訪
問
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
は
低
開
発

で
多
国
籍
企
業
の
参
入
も
困
難
な
地
域
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
連
邦
中
国
議
連
や
州
知
事
ら
が
主
導
し
、
多
国
籍
企
業
に
よ

る
北
東
部
の
社
会
開
発
を
後
押
し
し
た
た
め
、
近
年
の
北
東
部
は
、

中
国
企
業
が
進
め
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
も
適
し
た
現
場
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。

　

第
三
が
、
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
あ
る
。
環
境
・
気
候

変
動
協
力
は
ル
ラ
の
最
大
の
関
心
分
野
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
に
ブ

ラ
ジ
ル
・
南
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
・
中
国
が
気
候
変
動
対
策
に
つ
い

て
協
議
す
る
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
発
足
を
機
に
、
リ
オ
連
邦
大
学
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ｅ
／
Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
）
と
中
国
・
清
華
大
学
と
の
共
同
で
、
両
国
に

中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
気
候
変
動
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、
両
国
間
で
技
術
者
派
遣
や
環
境
分
野
の
先
端

技
術
協
力
を
促
進
し
て
き
た
。
ル
ラ
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
一
四
州
で
送

電
線
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
中
国
国
営
の
送
電
最
大
手
の
国
家
電
網

（
Ｓ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
を
訪
問
し
、「
中
国
の
投
資
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
風
力
発
電

や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
計
画
を
既

存
の
送
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
統
合
し
、拡
大
し
て
い
く
上
で
重
要
だ
」
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と
強
調
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、中
国
の
経
済
力
の
増
大
に
対
す
る
反
発
を
避
け
る
た
め
、

中
国
の
文
化
・
価
値
観
・
政
策
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
魅
了
す
る
力

の
行
使
も
確
認
で
き
る
。
ル
ラ
訪
中
で
は
言
及
は
な
か
っ
た
が
、
経

済
的
相
互
関
係
を
補
完
す
る
の
が
文
化
協
力
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
国
内
に
最
も
多
く
孔
子

学
院
が
設
置
さ
れ
、
文
化
・
教
育
・
東
洋
医
学
の
分
野
で
の
交
流
が

あ
る
。
特
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
大
学
（
U
N
E
S
P
）
の
孔
子
学

院
は
「
世
界
最
高
水
準
の
教
育
実
績
」
と
中
国
政
府
か
ら
表
彰
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
〇 

〜
一
八
年
の
間
に
、
潤
沢
な
奨
学
金

制
度
を
活
用
し
て
四
二
八
人
の
学
生
を
湖
北
大
学
に
派
遣
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
停
滞
し
た
も
の
の
、
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
間
の
幅

広
い
学
術
交
流
も
再
開
し
て
お
り
、
中
国
は
、
経
済
以
外
の
社
会
や

文
化
の
面
で
も
協
調
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
の
高
い
共
同

事
業
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
提
供
し
て
い
る
。

中
国
に
向
き
合
う
た
め
の
「
三
つ
の
見
方
」

　

中
国
に
向
き
合
う
に
あ
た
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
識
者
の
間
で
も

三
つ
の
見
方
が
あ
る
。
第
一
は
、
相
互
の
利
益
が
見
込
め
る
だ
け
で

な
く
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
長
ら
く
続
い
た
米
国
の
優
位
を
解
消
で

き
る
と
い
う
肯
定
的
な
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
は
、

中
国
は
開
発
援
助
の
み
な
ら
ず
、
シ
ャ
ー
プ
パ
ワ
ー
（
世
論
操
作
や

工
作
活
動
な
ど
で
相
手
国
の
体
制
を
転
覆
さ
せ
る
力
）も
行
使
し
て
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
支
配
す
る
と
い
う
悲
観
的
な
見
方
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
限
っ
て
言
え
ば
、
国
内
の
論
調
は
お
お
む
ね
前
者
で

あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
比
べ
て
経
済
規

模
で
飛
び
抜
け
た
存
在
で
あ
り
、
国
際
援
助
を
受
け
た
国
が
外
交
な

ど
で
圧
力
を
受
け
る
「
債
務
の
罠
」
の
リ
ス
ク
も
小
さ
く
、
中
国
が

出
資
す
る
大
型
事
業
で
は
国
内
の
民
間
企
業
と
の
競
合
も
少
な
い
か

ら
で
あ
る
。
他
方
で
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
対
中
意
識
は

緩
や
か
に
悪
化
し
て
お
り
、
中
国
企
業
が
安
定
し
た
電
力
供
給
の
た

め
に
進
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
が
地
域
の
環
境
破
壊
を

助
長
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
批
判
的
・
慎
重
な
見
方

も
あ
る
。

　

第
三
は
、
前
二
つ
の
見
方
は
国
際
関
係
を
大
国
本
位
で
見
て
い
る

も
の
だ
と
い
う
批
判
に
基
づ
き
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、
米
中

双
方
に
対
し
て
自
立
的
に
行
動
す
べ
き
だ
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
そ

の
立
場
は
、
二
〇
一
七
年
以
降
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
も
進
む
「
一
帯

一
路
」
を
ブ
ラ
ジ
ル
が
締
結
し
て
な
い
こ
と
か
ら
も
考
察
さ
れ
る
。

そ
の
一
貫
し
た
姿
勢
は
、自
国
を
中
国
に
従
属
し
た
関
係
で
は
な
く
、

中
国
を
外
交
戦
略
上
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
国
家
の
自
律
性

を
強
調
す
る
立
場
を
維
持
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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中国との距離をはかる世界

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
拡
大
と
多
国
間
主
義
の
ゆ
く
え

　

ブ
ラ
ジ
ル
・
中
国
の
両
国
の
関
係
は
、
二
国
間
の
依
存
度
の
高
ま

り
に
よ
っ
て
、
新
興
大
国
同
士
の
連
携
を
象
徴
す
る
Ｇ
20
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
な
ど
の
多
国
間
協
議
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。特
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
欧
米
主
導
の
国
際
秩
序
に
協
力
し
つ
つ
も
、

追
従
す
る
こ
と
な
く
新
興
大
国
と
の
関
係
強
化
を
狙
っ
た
、
ル
ラ
政

権
の
功
績
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
九
年
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

が
結
成
さ
れ
る
ま
で
、
他
の
新
興
大
国
と
の
主
要
な
協
議
機
関
は
イ

ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
で
構
成
さ
れ
る
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ
で
あ
っ

た
。
こ
の
創
設
と
運
用
は
ル
ラ
が
主
導
し
、
ア
ジ
ア
、
南
米
、
ア
フ

リ
カ
と
い
う
三
大
陸
間
で
南
南
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
地
球
規

模
の
問
題
に
関
与
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
。

　

今
年
八
月
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ

20
に
お
い
て
決
定
し
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
拡
大
の
動
機
の
一
つ
は
、
中
国

が
こ
の
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ
を
無
効
化
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
中
国

は
こ
れ
ま
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
に
対
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
に
南
ア
フ
リ
カ
を
加
え
る
よ
う
に
説
得
し
、
ア
フ
リ
カ
の
国
が

加
わ
っ
た
こ
と
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
が
発
展
途
上
国
を
代
表
し
て
発
言

す
る
正
当
性
が
高
ま
っ
た
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
一
七
年
以
降
も
、

中
国
は
拡
大
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
し
て
お
り
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
を
含
む
二
〇
ヵ
国
が
、
非
公
式
に

参
加
に
関
心
を
示
し
て
き
た
。
六
ヵ
国
の
新
加
盟
が
決
定
し
た
拡
大

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
、
中
国
に
よ
っ
て
世
界
的
に
行
使
さ
れ
る
莫
大
な
経

済
的
・
政
治
的
影
響
力
の
拡
大
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
加
盟
国
同

士
を
結
束
さ
せ
、
既
存
の
国
際
秩
序
の
原
則
を
書
き
換
え
る
狙
い
も

垣
間
見
ら
れ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
拡
大
は
利
益
よ
り
も
代

償
を
伴
う
も
の
と
な
る
。
確
か
に
二
〇
一
〇
年
代
に
経
済
的
低
迷
が

続
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
新
興
国
と
し
て
世
界
か
ら

認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
加
盟
国
で
あ
る
点
が
大
き
い
。

し
か
し
現
在
の
加
盟
国
五
ヵ
国
な
ら
ば
決
定
に
も
拒
否
権
を
行
使
で

き
た
が
、
加
盟
国
が
増
え
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
影
響
力
の
行
使

は
以
前
よ
り
も
難
し
く
な
る
。
そ
の
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
イ
ン
ド
と

と
も
に
中
国
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
拡
大
案
に
反
対
を
表
明
し
て
い
た
。

　

今
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
二
四
年
に
Ｇ
20
、
二
五
年
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首

脳
会
議
や
国
連
の
気
候
変
動
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
）
の
開
催
な
ど
、
多

国
間
主
義
の
舞
台
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
ル
ラ
大
統
領
は
、
こ
れ
を

好
機
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
新
興
国
の
雄
に
押
し
上
げ
た
か
つ
て
の
外

交
の
再
現
を
狙
う
。
し
か
し
、
国
際
秩
序
は
多
様
な
主
体
に
よ
る
重

層
的
な
多
国
間
主
義
に
向
か
っ
て
お
り
、
そ
の
様
相
は
ブ
ラ
ジ
ル
外

交
に
難
し
い
舵
取
り
を
迫
る
も
の
と
な
る
。
●


